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t

」召26年 10月

24.春

25。 春

26.

27.

″ .  10

JARL香 川クラブ 30年 あゆみ

香川 ク ラブ結成 初代会長  岡本良雄氏就任

NHK高 松放送局 に 20余名参集 <大塚 (JA5AF),大 田 (J A5Aの

山下 (JA5AI),岡 本 (exJ4EA),梶 ,石 川,北谷氏等 >結成す。

受信機製作 コンクール実施 ?(提出 しない者には罰金百円 .ノ )

2代 目会長  JA5AG大 田等  氏

国試  第 1回 目 (JA5AD),第 2回 目 (JA5AF,CP)実 施

国試  第 6回 目 (JA5AA,AB,AG)実 施

JA5AA,AB,AF,AD,AG本 免

JARL四 国支部結成へ (JA5AB宅 に 5名 集まる)

小豆島へ 1泊 ミーテ ィン グに (米 は各 自持参 )

51ヤ:日 会長  JA5AL平 田 正幸 氏

クラブ創立 10周年記念

4代 目会長  JA5AG大 田 等 氏

JAFL認 定制度開始

クラブ員 80名 を電すため分肇 し,■1議 1竜 区に甲覇 クラブ考 生

ハム大学講 座訂■ (4月 期日試 二1世)た め 2カ メ間ヽ

JARI」 四国支吾|:大会  高松市で買催

66年度 EII園 支吉::事務 を呑 |||`ク ラブで担 当

日赤 香川県支部無警室に JA5RL「壻設

香川県初の YLさ ん クラブよ り 2名口試に合格

クラブ初の公円実謄実施 (、 踊赤 センターを本部に )

東讃地区に妻岐 クラブを分芦誕生 させ る

アマ局にオールバン ド開放

タラブ QSO用 に 50.5MHz使 用決定

夏期 ハム大学 を開講 (10月 期国試準備のため 2カ 月間 )

会費改正 (年間 局長 200円 ,SWL 150円 )

高 松 の 空 に 初 の 144MHz(FM,AM)の 波 出 る 。ノ (JA5FI～ CH)
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ハム再開 10周 年記念 (JA5で JA5AA,AG本 部表彰 )
クラブ初の非常通信訓練実施 (50,3.5MHz使 用 )
JARL四 国支部大会 高松市で開催
クラブ創立 15周 年記念 記念 コンテス ト実施,記念品配付
68年度予算  11,795円也
144MHz電 波  海 を渡 る (JA5FI～ JA4ASS間 )

ク ラ ブチ ャ ンネ ルに 145.00MHz決 定

年忘れ QSOパ ーティ実施
69年度予算  16,105日 也

技術詩習会開催 (ト リオ後援 )

香川県非常無線通信協議会にヵ言盟

F」国で初の臨時口須試験 高松雨で実施

(電話級 受験者 184名 ,合格者 98名 )
JA5「 T tt SSB達 月:1開始 (ク ラブ初 )

第 1回 クラブ年越 コンテス ト実施

40年査予算  19,9‐83円也

電波の FI 移動公賓実験実施

:4 4MIr z)こ ょろ県内電波伝ばん実験実■

第 2回 クラブ生越 コンテス ト

■1年度予算  2る,022F]也

徳島 クラブと合同 ミーティング 県境にモービルで 40名参加
菫 6回 クラブ年成 コンテス ト

42年度予算  66,722円 也

電波の画 クラブ員放送電被にのる

匹1国 で初の養成講習会 高松市で実施 (ク ラブ協力で )
クラブ局  JA5YDE 開局通用

香川|ク ラブ NEKテ 1/ビ に出演

第 4回 クラブ年越 コンテス ト

クラブ創立 20周 年記念行事 アワードの発行 (SETO賞 ,

WAO/MM賞 ),第 1回 アクテイプコンテスト実施
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43年 費予算  66,985円 也

初 の電信級移行選抜 テス ト実施 (受験者 44名 ,合格者 40名 )

=5回 クラブ年減 コンテス ト

・・ の電信級移行講習会実施 (高松市 )

J15F1 460MHzテ レ ビ開局 (オ ール自作 .ノ )

SSB技術請習会 (ト リオ後援 )
J ARIj四 国支音:大会  高松 市で開催

支部事 務をクラブで担当

44年 度 予算  85,156円 也

会費改 正 (年間 ,局長 60〔)円 ,S■ L200円 )

5代 日会長: JA5AB田 中 実  氏
J■ 5A(■ 大田氏 を名誉会長 に,い せス

第 2『 |ア クテ イブテ イコンテ ス ト実■ |``生 常 コンテス ト)

=`ロ
ク ラノ■■■コンテ ス ト

45年 E予 算i Z1 4,こ,7111「 |

●::ろ |:[11ラ'ク フ́ イ́ フ^ラ・ イ コじ/｀ ;・
'′
 |ヽ (:+|三 |=)

ク ラフ
｀ ■ lヽ1〔〕テレビ :こ :|■賞

46年 L予■  `.226i31■it

6代 目会長  、「■3A(■  大軍 氏

質手級 対 文i'17]会  専|■ :丁●
'■
Ⅲ」

第 71=|ク ラフ年 ||=,■ ンテ ス ヽ

47仁 噴予 1ヽ 54.511「 l也

■ 7代 11会長 ft毛  三 氏

=4「
■アクテ イ

'■

‐イコンテ スト (〔年鷹 )

ハム再 |キi120 Fi==念  (〔JA5AF,MG運 盟表彰 )
J■_RL呑 ‖1県支■L発足 香川クラブ事務局担当

り早支部長に JA5AG 大田氏 就任
ハム再開 20周 年だ念パーティ開催

第 3回 クラブ年越コンテス ト

香サ|1泉 アマチュア無線赤十字奉仕団結成
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クラブチャンネル  145.08MHzに 変更

会費改正 (年間 .局長 500円 ,SWL550円 )

クラブ創立 25周年記念 コンテスト実施 (全国的にCW,FONEで )

香川クラブ.ミ ーテイング NSBラ ジオで放送

電話級養成講習会 高松市で実施

クラブ創立 25周 年 記念 クラブ報 Z150号 発行

記念品配付

県支部主催 第 1回香川 マラノンコンテスト実施 ,ク ラブ員多数入賞

49年度 クラブ予算  74,267円也

クラブ会長 JA5MG電 波の日に監理局長表彰

電話級短縮講習会開催 (ク ラブ協力 )

第 1回 FOXハ ンティング開催

鷲羽山で児島・倉敷 クラブと合同 ヾ―ティング

第 2回 FOXハ ノテイング開催

電話猥短縮詩習会ノラブ協力で開催

2m技術講習会開催 (ナ ロー化 ,他 )

51年度予算は ,4,577円也に

会責 1亘 上げ ,ノ  年間 1,000円 に

クラブよりNEKTVに て放送
ジャンク市盛大に

・‐目催

香川県総合防災ヨ|1標 (こ参刀日

第 5回 FOXノ ンヽ 千イング開催

県支郡主催 ノフ トボール大会に参力「

倉致 クラブと五色台で合同 ヾ―ティング開催

2m技術講習会開催

恒例の忘年会盛大に開催

倉敷クラブと倉敦 市で合同 ミーテイ/グ

クラブ創立 50周年記念 コンテス ト実施

創立 60周 年記念 QSL作成

クラブお揃いのユニホームも完成
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昭 5駒ヨ 2月

54. 2

(こ 数ゝ年 の年間行事 )

4月   県 支部 ソフ トボール大会に参加
5月   合 1司 ヾ―ティング (各 クラブと)
ア月,9月 定″」iミ ーティング

8月   フィール ドミーテ ィング (キ ャンプ)
11月   フ ィール ドミーティング (ハ イキング)
12月   忘 年  会

6月  通 常
`会

性に '■ Xハ ン ト,技術講習合 ,ク ラブ報発行 (年
`巨
1),賞

)次 (3■ T()賞 , Wi`(),ノ ■「][賃 )」卜,行 ,

台膏 1ま II費 4.o o o lI]f=I_Icl=)

歴 代 ク ラ ブ 会 長

初 代

2′′

3″

4″

5″

(昭 25年 )

(昭 25年 )

(昭 66年 )

(昭 34:年 )

(路 44年 )

6″ (昭 46年 )

7″ (昭 47年 )

eXJ4EA

JA5AG

JA5AL

JA5AG

JA5AB

JA5AG

JA5MG

岡 本 良 雄 氏

大 田  等 氏

平 田 正 圭 氏

大 田  等 氏

田 中  実 氏

大 田  等 氏

稲 毛  章 氏
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香川マラノンコンテス ト今年 も盛大に実施 .ク ラブ員多数入賞

60周年言E念誌の発行



クラブ創立 30周年記念にあた り

JARL香 川ク ラブ

会長 JA5MG稲 毛  章

昭和 25年秋 ,現 JARL副 会長大塚氏 (JA5AF),香 川県支部長太田

氏 (JA5AG)等 20余名が NEK高 松放送局に寄 り集まりわが香川 クラブ

を結成 して以来 ,本年で創立 50周年を迎えることにな りました。

この長 きにわたり,数 々の歴史 と実績を代 々の OM達 が残 してこられ ,そ の

内容は記念誌の頭初に掲げた通 りであ り,真に立派なことばか りであ ります。

過去における役員を初めクラブ員諸氏の苦労は並大低のことではなか った も

のと想像いたします。ケ」えば ,ク ラブ報にしても創刊号以来 ,体 むことなく発

行 され ,年によっては毎月発行 されていた時 もあるのです。手書 き時代 も長か

ったですが ,今 日では編集者の大基仕により活字印刷の ものが発行されてお り

今回の記念号でちょうど 180号 にもなります。

全国に数あるクラブの中で も,古い伝統 ともつわがクラブを,会 員の皆さん

と共 0こ協力して ,こ れか らの世代にマッチしたよ り良い香川クラブに発展 さぜヽ

なければな りません。

過去 6o年間は
':奎

史ある年月であ りましたが ,こ れか ら 10年先 , 20年先

のわがクラブを考 えてみた時 ,想像 もつかないような発展ぶ りをみせ ,ア マチ

ュア局の楽 しみ方 も大 きく変 っているのではないでしょうか。

会員皆 さんの益 々のご発展 とご活躍 を祈 りまた,JARLの 発展を願 う次第

です。

最後に,ご多忙の中を,ゎ ざわざ当クラブ創立 50周年記念に当 り,寄稿 く

ださった JARL会 長を初め,井原理事 ,各 OM諸氏に厚 くお礼申し上げます。

-6-



JARL香 川 クラブ

創立 30周年記念に寄せ る

社団法人  日本 アマチェア無線連盟

会長  原  昌 三 (JAlAN)

JARL香 川 クラブは,昭和 26年結成以来 ,JA5に おける有力なクラブ

として発展され ,こ こに膚il立 6o周年を迎 えましたことは ,誠 にこ同慶にたえ

ませえ.

結成当時は ,終戦直後であ り,た とえ 7マ チュア無線 を愛するとはいえ,ク

:´
ブ
`'結
成 とヽ営に尽力された関係者の負」コ■,試 に大きかったと思い ,歴代

:■「■各ケならびに会二i各せ:“ ―薇 |]|「常
"今
|]こ あ らし●■1も のと,こ・=力

に敬

―
=を テ¬■ものであ ります。

li=f:|127年 に了マチ r_‐アrt≒:|(:〕,:T:■キli、 み、 1_:て
`=11, 4‐

|十lt′ )`:奔 ナ1と そ●‐

“
■1と l´

~ご

, |■ il」 |:|`|ノ
●
=■

,■ |`::]i千1,|′l(七 ′1: 〕「′1 1`三 (: 
‐
`｀ |・ ; |プ リi l~´ヽ

現キ , |||卜 のアマ千ュア「il iIぅ 31:Ⅲ lil●∴|`:|｀1, ァメ |}万 :(イtぐ 量彙キ121,

I・ )'´ マチ‐ュア|=振「Illこ ′FI=||(ヽ ア11_:=:ノ )に 、 ■「1, IFI,■ : ,Fマ チュ ~'十年1■(:車 lilそぅ;子ヽ

1肇 `,′
=奄
111´ こ (す ました′,こ 711な ,F:ヽ とぇ|●■■

――
i● ご尽力√)テ fま tσノであ

:),採 (感計 下||プ上■■ ,.

今負とも1'マ ‐ュア無 1末 界の発 :11■ ため ,■ た|=■ |■行の「1発 ,f月十'ナ ー

の確立,良 き後輩の指i=育 成年に対 しまして ,■ タラブの果 すべ き役割は誠に

大きいものがあると存 じます。

貢 クラブか ,変 らざる発展とこ
｀
活躍
=重
な られれ ことを期待 し,ク ラブ創立

60周 年 と記念クラブ報の発刊にあた り,一言 ,お礼の言葉にかえさせていた

だきます。

-7-

し

し



創立 30周年記念によせて

JARL理 事

JA4AO 井 原  達 郎

香川 クラプの皆 さん ,創立 30周年おめでとうございます。孫迷続は力な り」

と申しますが,ア マチュア無練再開以前から,讃岐の地にKing of HobbieS

の旗印を掲げ,今 日の隆盛の基 を築かれました貴 クラブ各位の並み並みな らぬ

御努力に対 して,心か らお喜 び甲し上げます。

創立は昭和 26年秋 とか。戦後間 もない困乱期です。私は ,ま だ学生でした。

当時は ,短波受信は自由になった ものの ,大低の人はアマチュア無線 どころで

はなく,そ の日その日の衣食住に追いまわされていた頃です。そんな時 ,既に

今 日のようなアマチュア無線の活況 を夢見て ,有志の方 々でクラブを結成され ,

今日においても尚 ,香川県におけるアマチュア無線界の リーダー・シップをと

って活動を続けておられ ることに ,歴 史の重みを感 じるとともに長敬の念を禁

じ得またん。

皆様方のような熱心なアマチュア方が各地にがんばっておられたが故に ,今

日的アマチュア年繰の隆盛があ り,今 日の JARLが あるのだと思います。

10万人の会 員を擁 し年間 10億 円の予算 を持つ大 JARLも ,皆様方の心か

らの支えがあってこそ存在 し得 るのです。

今 JARLは 我 々の活動に重要なかかわ りを持つWARC― G亜 に対して ,
i諸
行動 をおこしています。それ故に全国のアマチュアの結東 と力強い支援が最

も必要な時です。 30年の歴史を持たれる貴 クラブにおかれて も,今後ますま

す活動を充実 され ,香川県のァマチュアのかなめとしてますます発展 されるこ

と期待いたします。

10年後 ,20年 後において も,設立当初の精神が脈 々と生 きて流れ,貴地・1

方のかなめとして活動 し続けておられることを祈 っています。

-8-



香川 クラブ創立当時の思い出

JARL副 会長
JA5AF  大塚 政量

香川 クラブが昭和 26年 10月 ,NHK高 松放送局 (当時は寿町に普通の民
家くらいの小 さい局舎かあ りました)で造り立大会を開いてか ら30年過 ぎま し
た。その頃 ,私 は香川県警本部の通信課の技官 として勤めてお りまして,給料
は る.006円 (1ケ 月です〃)で春 ズボンをひとつ買 うと2.500円 くらいし
ておりました。衣食住がやっと中の下程度にできる程度で,受信機 ひとつ作る

にして も生活にひびく″ような時代でした。

このような,戦後の きびしい時代か ら,現在のよ うな時代まで,6o年 間 ,

クラブ報を出し続けてクラブ会員の導路に努力して頂いた,代 々の香川 クラブ

役員諸 兄に心つヽ ら敬意を表 したいと思います。当時あるい|:現 在でも,ク ラブ

を作 り,ク ラブ報 0靖 |1刊 号を花 々しく出して 1、 ,そ れ っきりで次σ)ク ラブ報を

永久的に出せなかったような紳書花火
`′

的クテブの多い中で ,香川クラブは全

国的に も例の少ない立派な歴史を持つ クラブといえ卜tし ょう。

昭チ|コ 26年頃は , 2 4 MLIZの アマチ ュアバン ドはな く ,主 として 1 4 MHz

と 7 MHzを 受 信 してお りIし たが ,研 在 アマチュア局 のない中匡|(BY)に は ,
たくさえの アマチュア局がこ り, 1 4 MHzi:「 )電≒1で ょ く受信で きました。

C2ABと か c7TKと い う ょ う な コ ー ル 十 ィ ン を 1吏用 し ,地 域 :こ よ り 01～

C'を きめて ,自 分でコールサ インを作 り電渡を出しているものが多いとい っ
た うわ さがあ り,当時 ,電たの発射を禁止されていた日本のアマチュアには ,

うらやましい話で し
'こ

。このような ,11っ たく自由′〔(中国のァマチュア無線界

も2～ 6年で終 り,毛沢東主席を指導者 とした共産主
=田
となると同時に ,中

国のアマチュア局は姿 を消 してしまいました .、 その代 りに共産主義 [コ国家にあ り

がらな作業服 (人民服 )を着ない ,セ ビロを着たフルシチョフ氏がノビエ ト連
邦の首相 とな り,ノ ビエ ト連邦のアマチュア局 UA局が 自由に外国と通信 し始
め,ア ジアにおけるァマチュア界 も活ばつになってきました。

10年 ひと昔いいますが ,三 むかしィ′前 ,香川クラブ創立当時の思い出とア
マチュア無線の状態 をのべさせて頂きました。         以 上
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創 立 30周 年 お め で と う
JARL香 サ|1県支部長

JA5AG 大田  等

クラブ創立 60周年お目出度 う仰ィ華います。

同 じ趣味を持 った者の集 りとは,い ものですね。それだか らこんなに永 く

続いたのでしよう。

戦後のどさくさの中,叉 アマチュア無線 をやろうしゃないかと集まった20

余名で設立 したのが JARL香 川クラブ。以来通算 20年はか り会長をや ら

せて頂いた思い出を振 り返 って感無量です。

当初の会員中載前 Jジ ヨ 一ヽルを持 って居た万 々は ,

J4EA i:1木 良嬌 氏    J8ぜ H  ■|| :Ⅲl t

J4DI   ::六 1' I女 1■  ,(l      J― [〔:L     i=」 」  クF:' flt

J8● 1,  大 lli 千二k lズ:「 '行
=;11三

II::|`)

]‐

`:]I   ブ
il‐ EE   l■

●` 1■ 11る

「

り

lF I=Lナ ン ':― 石一 二 った 人 も ア 名 い ま し た が ,■ の ナ ン ノ ー ■■
~■

'一

II。 ljう し て J■ 9う 't'`|=な
て |〕十 当 請 JAILニ ュ ー プ   11誌 ず そ ||

べ t■ ■あ |[|ヽ 三■■ ,私 も忘イ■ました H=イ

「召千1125」
「 =:|キ

″ヽ:ク ラブ
=争
`費

|ま ―1111 6 0 0 Fl11 」/ t′
「
[::l`｀ .よ うですぅ で 'I｀力′

1■だI司 50=集 めて居 |)ま した。今 も昔も会 :|の 1‐ :i:こ は ,11'L.:ヽ ました もの

です。

ク ラ ブ運 営 誌

昭和 25年 10月 1日  栗林公胸にて野外 ミーティング (当時入園科無料 )

スランプのため 1部 より解散の動議が出たが全員にて向上する様努力する
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・1疼に決定。 出席者  九名。

昭和 25年 10月 29日  会員 木村氏宅にて

集合時間が早か ったか ,ば らばらでいつか らか開会する。本 日はまずまず

で意見 もかつはつ。クラブ報Z6号 も出来たので出席人員は少ないが盛況

の内に終る。 出席者  10名

昭和 25年 12月 5日   本村氏宅

集合人員は相変 らす少数。意見の発表はあまりなし。

議題は総会の日時 (26年 1月 14日 予定)通知並に委員選挙の方法。原

稿送附の作。関西支部 ミーティングに出席の件 (旅 費実費 ,会費支給)太

田出張 と決定。クラブ報ん 4号印刷完。 出席者  11名

昭和 26年 1月 14日   労働会館にて

総会 と云いなが ら出席率不良。 しかし徳島より大西氏の出席をみで話 もは

ずむ。議題 は会則の一部変更。コンテス ト.及 び九亀の新会員のため今後

1ケ 月 ごとに丸亀と高松で ミーティノグを開 くこととなる。新委員決定。

クラブ報Z5号 印昂|1完。
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創立 30周年記念によせて
阪神クラブ会長

JA3SY  

梶 本  久 一

JARL香 川クラブ会員の皆様 ,創立 60周年をお迎えにな り,衷心よ りお
祝い申上げます。

このおよろこびは現会員諸兄の固い結束のたまものであることは勿論ですが ,

戦後の混乱期にアマチュア無線再開のため熱意と希望 をもって相集われた先輩

先駆者各位とそのこころざしを うけつぎ 5o年の永 きに渉 リハムの情熱 と友情
をつらかわれて来 られた方 々に敬意を表 したいと存 じます。

私共の JARL阪 神 クラブも先年やは り50周年を迎えました。故 JA3B
B岡谷氏宅に lo名 ぐらい参集 した第 1回 目の ミーティングの様子は ,い まも

あざやかにまぶたの うらに焼 きついて居 ります。米軍 々人のハムが一人グス ト

に居 られたことは特に L「 象ぶかいものでした。

当時は連合軍総司今官マッカーサー元師による軍政下であ り,イ ンフレと食

糧不足で全国民は生活にあえいで居 りました。我 々ラジオアマチュアは短波受

信が解禁されたので ,電用資材の放出品などでバラック受信機 を組立 てて ,い

ち早 くSWL業 務を,1始 し諸外国のアマチュアの交信や ,軍用 ,業務通信など
を傍受しては自分達の電波を出せる日を夢みていたのでした。今日の 日本のア

マチュア無練界の隆盛など本当に思いもよらないことであ りました。香 |||ク ラ

プの皆様 ,60年 の輝かしい歴史と伝統をいついつまで も伝 ぇ続けて頂 きたい
と思います。

尚私事ですが ,貴 クラブ会長の稲毛氏同様私 もJARL監 査長 (関 西地方 )
をおおせつか って居 りますが, TVIの 申告続出にホ トホ ト………そこで古今
(こ きん)和歌集の在原業平の作か ら盗作 を一首 ……

よのなかに進えてテレビのなか りせば
ハムの心は ,の どけか らまし

こ まゝで書いた時 XYLか らブレーク.ノ「 ぅちはテレビのおかげで食べてるんでしょ。ノ」
イヤー参った。私はさ やゝかなプラウン管工場を営んでいるんです。 Hi

-12-



●

JARL香 川 クラブ創立 30周年に寄せて

JAR工,評議員

JA51QP合 田田 正春

JARL香 川クラブ創立 60周年: おめでとうございます。

一口に 6o年 と申しますが ,そ れはそれは長い ものです。これを自分の身に

置 き替えてみるとき,そ の実感がひしひしとわきます。 と申しますのは,私事

で言′爽に申訳けございませんが,私は昨年の 6月 に勤続 60年 を迎え,郵政大臣

から永年勤続表彰 を受けました。そして過 ぎ去 った日々をふ りかえるとき,あ

まりにも数 々の出来事が思い出され ,『 枚挙にいとまがない 』とはこんな時に

使 う言葉かと感心 した ものです。

昭和 26年 6月 ,戦後問 もなくの頃 ,世情 コン トンたる混乱期 ,何のために

戦争をしたのや ら,な せ敗れたのや ら充分判断のつ まかねる年頃でした。そし

て 10年 が経 ら, 20年が過 ぎ,よ うや くるo年に達 したのです。生活に追わ

■ ,子 育てに追わ
“

■,あ とで考 えてどうしても思い出せない数年があ ります。

それほどに長い年月なのです。

私が開局 してまだ フ年 目,そ れに比べて 30年の何 と遠いことか。 OMさ ん

方にお南きしたところ ,創立当降は全県下の アマチュア澪を枠 してお り,そ の

後発展に伴い地域単位に分害tiさ れたとか ,そ して今 もなお各クラブの育成発展

に御尽力をされておら11る 先篭各位にli本 当に頭の下がる思いです。私が開局

してか らめこの事 しか判 りま:せんが ,そ の
'Iヽ
況をみるとき,次 々と新局が誕生

しては消え ,ま たまた新昌の誕生 と目I(゛ ろしいこの世界 .思 うにァマチュア

無線の世界 もやは り人の社会 と同様 ,一人ではや っていけないことを物語 って

いるのではないでしょうか。およそ人間はそれぞれ相寄 りそってこそ生 きてい

けるものなのです。

先般 ラジオで聞いたことなのですが ,一人の人間が 15才 まで生 きてくる間
に 250万 人の人 々のお世話になっているのだそうです。誕生の時のお世話か '

ら始まって衣・食・住 それぞれの職にあたる人達のおかげで人間は生活ができ

るのです。ただ一人では何 もできないのです。

アマチュア無線界においても同様 ,多 くの先駆者のおかげで今日があ り,今

-16-
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もなお多 くの人 々が相集 って新 しいルールをつ くり運用がスムーズにできるよ

う努力されているのです。

こうして考えてくるとき,と て も一人では末長 く続けることが難 しいこの世

界をどうしての りきるか。それは前述のとお り相寄 ることです。人 々は相集い

その属するグループの方 々のお世話で指導を願い,べんたつを顧 ってたのしく

たくましく生 きられるのではないでしょうか。

このような意味か らしてクラブの存在は偉大な ものであ り,必要欠 くべか ら

ざるものではないでしょうか。幸いにして私 も伝統あるJARL香 川クラブに

身を寄せさせて頂いたおかげで今 日があるものと感謝 してお ります。また創刊

以来 クラブ報の発行にたずさわ られた各位の御苦労によって ,今 日ここに 60

周年記念号の発行があるもので ,そ の間の御努力に深 く感謝するものです。

JARL香 川クラプの皆さん ,意義深 く力強い人生を通すためにも,ま た時

には寄 りかか 1■ る大柄 とするためにも ,ク ラプを益 々発展 させ られ るよう心か

らお祈 り甲しあげます D

香川クラブ 宙」立 30周年記念に寄せて

西 1替 L豪 アヤチ ュ ア`彙■片:ク ラブ会長

JA5ABY  l― TI■  1妾吉1

近年の無i燎 箸lの :螢歩はめさ
・
11し く我々ハムも, そ11)技術に 1ま 千中々っもヽて :つ |十 ,

なくな !,ま した。私の開局当には ,A3の 全盛期でしたので ,今ての局が 自作

`〕

リグを使 ってお り,自 分で作 った TX,RX,ANTで 交信の感 :数 を味わえたも

のです。弱在では Aる も消え SSBか FMへ と主流は
'|′

う変 ってしまい , この流

れの中で我 々ハムの最 も楽 しい ,最 も有意義であった活動をメーカとい う怪物に

に奪わ
“
てしまいました。イヤ我 々自身が忘れてしまったのか も知れません。

｀
おかげでこの怪物は増 々成長 し,そ の数や種類がふえてお ります。中には凶悪

な怪獣 も現 らわれその勢力の拡大に手を貸す者 も居 ることは嘆げかわしい限 り

です。この現象を「 時代の流れ」 とい う言葉だけで片付けてしまっていい もの
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ヽ

‐
ころうか。ハムは無線界のパイォニアであったはずです。か く云 う小生のシャ

ックに も怪物の魔の手がのび食い荒 らされている現状か らすれば,以上のこと
|ま私 目身の反省 とも言えます。

Iamと OBの ちがいは ???こ の解答は非常にむつか しくなってきました。
3Bの違法行為 を報 じるマスコミにアマチュア無線 と市民バン ドの区別をせよ

と抗議する前に我 々自身の行動 を振 り返える必要があるのでは……・?QSOの
内容はほとんど変 らないのではないでしょか ? クラブの ミーティング等でも
′支術的な話題 ,ア ワー ドの話題 ,DXの 話題等には花が咲かず ,釣や ドライブ ,

ビL,等 全 くハムに関係の無い話題に終始 し,酒 がないと面白くないとい うミ
ーティング.何のためにハムをやっているのかと疑 いたくなる。もしかすると
精神異状者の集まりではないか ?公 共の電波を使つせていただいているのを忘
■,電波を私物化 し,ノ ムヽとしての最低のマナーもつきまえず動物的感情をむ
きだしにしてわめきちらケ,|つ す りあいの精神 も,理性 も全 く見受けられない〃
これが趣味の王様と言われた II A Mな のだろ うか ?

電信 ,電話級の資格 を得るために努力した JARLの こと
「

知 らずに,平気
∵5を して JARLの ぉ世話になっていないか らと放言 して,ハ ムの世界では
|=計 である約束 ごとも」層をこねまわして守 もろうとしない。

このような状態が,:け ば ,いつか必ず我 々グレ先斐達が集いてきたこの素晴 し

.｀世界が奪われてしまいそ うだ。一一部′1‐ 異
'it考 ''た

Iつ た全体が採く電られるな

′tて迷惑千万だがこれが日本のな しい靖図で もあ り‐す。[:■ ,で あっで欲 しい
こ頂 っている一人です。

今後 マイクロプロセッサーの進■とと :)に 無線技術は想嫁 もつかないような

高度の通信形態を生み出すでしょう()ハ ム人口も年 とともに増加 します。限 り

ある電波を有効に利用 しなけれはならないはすです。ハム界の浄化なんてこと

は簡単にできるはずはあ りませんが ,そ の努力を心ある各局長がやらねばな ら

ない時期がきています。

ここに地域 クラブとして 5o年間活動 された呑‖|ク ラブに敬意を表するとと
もヤご,今後増 々貴クラブの発展をお祈 りして ,お祝いの言葉にかえさせていた
だきます。

ヽ
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E U だ
｀
よ り

[Jヽ SI

ドイツ連 邦 共却 国 ,通称 西 ドイ ツ。 プ リフ ィクス l=I_、 ]■ まで ,ハ ム人
口は約 6万人 ,JAの し

/10以
下 と言 う NO Q R Itl:つ 二

´
fす  現 に与 え ら

れ る コー ル サ イ ンは全 て サ フ ィク ス 2文 字 ,そ れ で 、 てヽ r=i ■モ .:1)か ら A

級 (2ア マ)に な った時 ほとん どの人が新 しいコ ~t´ i´ iニ ー~I・ ●こ言 うか
らいかに少いかお判 りいただけ るもの と思 います。

日本人の私か ら見 ると自分 も含 め皆が 大 OMに 見 えて :_.1_■ _― [丁 ,
モービルならDJ＼ s1//1〔 (モ ービル)であり移■F´ f´LI「 1~ニ ノF
(ホ ー タ ブル)な の で す 。 た ま |こ DJ＼ SIAと 三 又 手 il― =‐

~~~~■
― ルを

見 うヽ :す た ら ,そ れは■ 2常 普 :場所 よ り
`シ

)'I用 と思 って下 さ

コー‐ルサイン :こ よるエ リアの 電分 け (ま 困 篭で ,免許 を三え 1:‐二   」:~fス

|.つ まリ ドイッ
`)11:炊
省 :ま 卜・ィノ凛義 ボス トなのです)―■]「 ―― ニ ー‐ィ

クスられ~文子 (´ l∴丁` SI′やら3)|こ 付けているだけなのて 1   ・―_:― し
てしまうと判らなくなってしまいますヽ

出 Iで 詞 :‐‐
‐
I:ド ĺシ 0フ 管―二

`ま

全て 2ア マ以上の え許 の人で
~ヽ  __―

.3‐

ごrti Tた ■]を■ 」ですが ……・) 2ア マ (ク ラス A)ご 無事 ―一三 i   l lI
年からい■● 〔1ァ マ (ク ラス ]〕)か もらえます。こ″しは空甲■ ■ ― :=_,二
いてすが. 1́.8111zを ,■ いて包括免許 ,も ちろん亀許「たと=LI三 二

~11:=」

(=あ りません。実に 'マ チュア1ド峰「辛|ま らしい ,う らやましい話 して―「
ドイ ノlFJ A R Liま 〕A IR Cと 言ぃ ,電薔の言検 1享 くJ A 5 RII= :[と

言 う燿
=製
付 コール (■許)な らここをliし て約一週間で下 ります「 争■「 _1■、:に

はせひバ スt― 卜のコピーと期限円の■計状 F)コ ピーをお送 り下 さ:==― サ
｀
インをもらっておきますので。

QSLカ ー ドも本人直接では無 く所属 クラブに DARCよ り送 られて子ます。
コーカルクラブに加入出来なければ DARC会 員にはなた■なく ,ク ラブの ミー
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ティングに出席 しなければQSLを 送る事 も受け取 る事 も出来ない様になって

います。当方 も毎週金曜の ミーティングでの QSLを 楽 しみにしているところ

です。郊外のレス トランの一部をヵ―テンで仕切 リビールー杯にて 2～ 6時間 (

の ヾ―ティングをする時 ,そ して大口論 している様な会話を聞いている時 ,ほ

んとうに ドイツに居 ると言 う実感が湧いてきます。

ハムの試験は受けられて も運用は満 18才 か らでないとNG,つ まリドイツ
`

の′ヽムは全て成人ばか りです。当方の所属 クラブF-15(ク ラプを表わす番

号 )も 老人クラブ ?と 言われていると闘 く香川 クラブより平均年令は高いはず

です。 (FB)2な YLも 居 るのですが 。2Mも 多いのです。

ここらで上流ハムの社交場である 2mの事を少 し…・…・。 144MHz帯 は J

A同様電話 ゴッコ (CBゴ ッコ)が盛えです。 もちろえォスカーに,OW S

SBDXに と言 う人 も居ます。 1,と°―ターと言 う無人中継所が全西 ドィツをカ

バーしている為 lW出 力のモービルからリピ‐―ターを使 って 5 0Km範 囲なら

59・kて QSOが 可能 となっています。この目に入力 145.00～ 145,225

出力に 145“ 00～ 145825の 2■【′′HZ."じ″ノ(レ t―ションで リレーフラ

ンクフノL卜 (ド イツでは リピーターの事を リレーと言 う)|ま チャンネ 'レ 6,つ

ま り入力 145」 50,出 力 145.7 5 0 MIIzと なってお り,垂 直,水平の

両 婦波をうまく分けて使用 しています。

ムロンこれ らの局はオスカー程ではないが ロケーションが抜群に良いので ,

ここフランクフル ト近辺 より6局 の リピーターが使用出来 モービル 10W出 力

にて 60m先 t)モ ービル ト59/59で QSOが 出来ます。

今 もサイ ドの TS-700G(TS-700GI[の コー ロッパ タイプ)よ り

ツェークー ッェー クー と聞 えています。何 故 か シー キューではな くッェークー

なのです。

ヽ
ドイノ語が NGな 当方に とってはよく 21MHzで CQDXを 出 している J

A局の様 に長 い CQを 出して もらわない とコールサインが確認出来 ません (こ

の例 は良 くないか も知れません。 CQDXは 長 くは っきりとしていて も,自 局
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のコールサインは短 く一回では分か りませんか ら……・ らなス |こなのコールサ

イン |ま  デーョッ トノルエスイー と言 うしだ tヽ ,て = 卜.こ景 電 ?エ ッ ?ィ
ィ ?と 言 うわけです Hi./

高松の 14MHzを 一人で占領 した言1か (と 言 っても」F´ ンで
'丁

ビ・
:域幅が広

過 ぎたのでは無 く,い っしょに珍 ヵン トリーをコールする■―― 1́」 |こ 京まれ ?

なかっただけと本人信 じているが )気候温暖 ,人情 ,Y■ 弄 1‐ Tf■ な高松
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当時 を回顧 して

JA5AHM 天野  英弘

公 開 実 験 見 聞 録

電波の日を記念 して,6月 2日 に公開実験 を盛大に開催 しました。

当日の目的の 1つは ,一般の人 々に対するPRと 同時に,VHFに おける電波

伝播を究明するのにあ りました。

センターを三越屋上 ,移動局 として自動車 ,宇高国道 フェリー (宇野では J

A4の OM方の援助 )と ,た またま開催中の香川大学学生祭移動中の JA4B

EP局 との協力により行われました。

当日は日曜 日で もあ り,セ ンターには JA5AG会 長はじめ,各 OM諸氏の

顔 も見 られ ,ま たアマチュア局の紹介 ,世界各国の珍 らしい QSLヵ ― ドに見

入る一,1文客の多いのが 目につ き,PR効 果 も上 々と思われる盛況でした。

しかし,通信結果においては私たちの想像を |ま るかに下回る結果になったと

思います。とい うのは ,一般公開に先がけでの私たちの不熱心の結果,機械の

整備不十分が大 きな原因の 1つ と考 えられ ,次回公開実験の良き反省材料 とし

て生かして行 きたいと思います。

格  二 .t  i,
「~こ
う らli J■ 5△′_ 只今́:定 ,ア世il帆 しまし 11:|こ オとよ |:サ

:「i ‐1,11+■ |モ|,i二上 よ

りお相手いたします。_1と の,沐 りで始 Iっ た公 111■●こ まずまず
"で
きなただ

ったと′]、 いまづ
~。

VHFは た しかに FBだ と思いますが ,島 の多い「句海 の こと故 ,高松 を出て

20分位 は QSOで き,そ の後宇野港へ着 くまで全然 だつで した。字野港 で Q

SOで きたノときの一同の今 も忘れ ることので きない預 ,顔 ,瀕 。そ (■ まで AN

Tを 360度 廻 したこと,ヤ ケ|こ どな った こと,心配 にな ったこと etc… ・・・,

一度に忘れて しまいました。

-19-
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船の一番高い所に乗せられて少々あがっていたのかもしれませんが,一同よ

くしゃべ りがんば りました。

自 動 車 隊

JA5AGの 車を借用 して 10時過 ぎ出発 ,市内を ドライブした。市街地へ

でて麦畑をながめなが ら屋島へ ,電波伝播が FBなので ,パ トカーで走 ってい

るような錯覚に落 ちいることもあ り,又 タクシーの運転手のような気持にもな

った。とくか く移動局のダイゴ味を充分味ゎ うことができた。新田の療養所あ

た りでは基地局のVOICEは よく聞えたが ,こ ちらの声は聞えなか った らし

い。

午後 ,郷東川へ出て船 との QSOを 試みたが NOISEに 悩まされ無念の涙

をのんだ。

もう一度 ,事前に充分打合せや調整をして行いたいと思 う。

香 川 大 学 移 動

HFで
「 三越屋上

の JA5△ △ ,JA5△ △ ,こ ち らは JA5※ ※ ,香川大

学学生祭移動中,貴局のRS59」 と言いたいところだが何も受信できない。

おかしいなあ,と 思いVIFで連絡してみると「只今 ,修理中」とのこと,早

速アマチェア無線修理公開実中だな」と言ってやったら,まわりの人が笑って

いた。

香大では前 日か ら公開実験 中の JA4BEP,JA5BJGの 両君 が小生 を

迎 えて くれた。さて肝心の 口ヶ―シ ョンが学生祭会場 よ り大分離れてい るため ,:,

お客はバラバラ。たまに来れば,バ ックで ,実習で作った「 ママレー ド」等を

買いに来 る人ばか り。しかし前日までは大勢の人が来ていたようです。やはり

YLさ/んか YBでなければだめのようです Hi。

バックで展示用の果物 ,ジ ュース,肉の罐詰が山盛 り。 2つ 3つ QSYし て

くれないかと横目でにらみながら15時頃までQSO。
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今まで各学校の公開実験荒 し (?)に 行 つたが ,ど こも会場より離れている
のであまりPRに ならないようだ。お天気がよければ正門かまたは人の流れの
多い所 (当 り前かな)を考えるべきであると思 う。

(以上 香川クラブ報 1965.6.15.る 9る よ り)

15年前の公開実験 を今の時点で考えると,幼稚だったなあと思 うより,む
しろ新 しいものへ挑戦する熱意にあふれ ,時代の先端を突 き進んでいったクラ
ブ員のファィ トが感ぜ られます。

自動車 も今のように多 くなく , ク ラブ員で 自動車 を もっていた ものはほ とん

どなかったょぅです。まして,モ ービルハムとい うのは稀少価値があ り,優越
感にひたっていたようです。

V五 11は メーカー製の リグもなく,すべて真空管式で,自 作 したり,あ るい
は ,タ クシー機 を改造 して運用 したものでした。移動局′tバ ィプレータ式の
DC― Dcコ ンバーターを使用し,パ ッテ リ‐―を気 }こ しながら実験をしました。
海上移動に も重いバッテ リーを船に持込み ,大 きな リダを積込むのは大変な
作業でした。それでいて使用周波数 1ま 145ooMHzの 水晶 1個の固定チャ
ンネル。 (そ の後 2年 ぐらいして 144.48MHzの 水品をクラブでまとめて

購入し,や っと 2チ ャンネルが一般的なものとなった。 )
しかし,当 時香川クラブ員 52名 の うち約 20局 は 145MHzの 実験を行
つていたようです。

1965～ 1964年 頃の JA5管 内の新設局を調べて も145.MHzの 免
許を取得 した ものはこの 2年間で 2～ 6局程度 しかいませんでした。
1964年 1月 10日 発行の四国支部報妬 106～ 107号 に「 香川クラブ|

では近 々モー ビル局が出現す る」 と報 じていましたが ,す でに この半年 も前に
モー ビルの公開実験 を行 つていたとい うことで も,先進 ク ラブとい うことがい
たると思います。 これは香川 クラブ員の技術水準が相 当高か った もので,今後
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■
日
■

のクラブ運営に当って も, 30年 の伝統 を生か し,技術向上は もちろんのこと

クラブ員相互の親睦 をはか り,社会の発展のためにお互に努力 しなければなら

ないと思います。
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‐～ヽ
さ
る
七
月
十
六
日
石
川
県
奥
能
董
を
聾

っ
た
風
水
姜
で
ア
マ
チ

ェ
ア
無
練
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
孤
立
し
た
輸
島
市
と
の

通
信
連
絡
に
活
躍
し
防
疫
用
の
ワ
ク
チ

ン
を
急
送
、
気
象
特
報
を
伝
え
で
各
方

・面
か
ら
感
謝
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
も

対
し
い
。
雄
味
を
通
じ
籍
び
一め
っ
た
電

装
ず
災
害
や
危
急
時
に
越

い
人
命
を
救

う
●
鷲

な
役
「
を
栞
す
こ
と
は
近
く
封

切
ら
れ

る

曖
ヨ

″
空

と
海
の

間

″
一」

■
■
し
い
諜
一動
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い

る
。
ま
早
て
も
綱
三
十
の
ア
マ
チ

ュ
ア

無
燎
局
が
開
局
、
「
際
的
な
交
歓
や
国

内
の
友
構
を
深
め
る
こ
と
に
役
立

っ
て

い
る
が
、
い
ま
そ
の
活
辟
ぶ
り
を
の
ぞ

い
て
ス
よ
う
―
Ｉ
Ｇ

正
式
けに
ア
マ
チ

ュ
ア
無
嶽

一
、
二
投
技

聾
の
先
許
状
を
も
ち
コ
ー
ル

プ

ィ
ク
に

の
っ
て
い
る
人
は
県
下
で
三
十
六
名
、

■
『

■
裁
一
一も
つ
日
本
ア
マ
チ

ュ
ア
無

ふ
達
■
０

一
環
と
し
て
西
日
”
県
Ｉ
四

メ
ニ
部
が
お
か
れ
、
金
毛
は
三
事
北
上

高
野
村
、
馬
関
電
流
高
校
摯
諭
、
大
塚

Ｆ
撃
Ａ
て
そ
の
い
に
四
県
ク
ラ
ブ
ガ
あ

一
り
県
下
の
会
長
は
高
松
市
塩
卜
爾

で
ラ

一
ジ
オ
商
を
営
む
太
田
等
氏

翁
三
）年

一
回

一
四
国
支
部
の
総
会
を
開
き
各
地
の
情
報

一
を
変
換
す
る
と
と
も
に
中
央
か
ら
の
連

一籍
夢
顕
夕
報
告
、
県
ク
ラ
ブ
て
も
昨
年

一
ま
で
は
毎
月

一
回
集
っ
て
親
善
を
深
め

て
い
た
。　
．
，
■
一
　

‐
ヽ
　

・ヽ

昭
和
九
年
太
田
さ
ん
が
当
時
の
私
設
無

姜
垣
ご

一　

´

線
電
信
電
話
実
験
局
と
い
う
い
か
め
し

い
認
可
を
受
け
た
と
き
に
は
四
国
に
わ

ず
か
五
局
が
あ

っ
た
だ

け
。
そ

れ

も

全
部
本
県
下
だ

っ
た
。
そ
の
後
、
太
平

洋
戦
争
か
ら
戦
後
占
領
時
代
に
か
け
て

ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
は
徹
底
的
な
禁
止
措

置
を
受
け
二
十
四
年
よ
う
や
く
復
活
許

可
さ
れ
た
と
い

つヽ
。
メ
ン
パ
ー
は
機
械

い
じ，
り
が
飯
よ
り
好
き
と
い
う
連
中
ば

か
つ
。
あ
り
合
せ
の
中
古
機
械
を
た
く

み
に
活
用
し
て
嘔
波
を
た
の
し
ん
で
い
ヽ

る
。
大
田
さ
ん
に
い
わ
せ
る
と
ア
マ
チ

ュ
，
金

（線
は
完
全
な
道
楽
、
全
く
も
う

け
に
は
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
経
費
が

・か
か
る
ば
か
り
と
い
う
「
、
ど
の
人
も

電
波
が
な
く
な
れ
ば

″
生
き
甲
斐
″
が
．

な
い
と
い
う
人
た
ち
だ
。
　

　

・

無
線
技
師
の
国
家
試
験
を
つ
け
て
合
格

す
れ
ば
電
波
賄
理
局
か
ら

コ
ー
ル
サ
イ

ン
の
指
定
を
受
け
て
開
局
す
る
と
い
っ

た
運
び
。

一
級
に
は
三

・
五
メ
ガ
以
上

八
種
の
全
周
波
を
通
し
て
電
信
電
波
を

活
用
出
来
る
が
、
二
級
は
八
メ
ガ
以
下

と
五
十
メ
ガ
以
上
と
い
う
制
限
が
つ
い

て
い
る
。

全
国
で
は
約
二
千
の
開
局
を
数
え
日
本

は
国
際
的
に
も
書
及
率
が
高
い
と
い
わ

れ
る
が
本
県
も
そ
の
と
お
り
。

し
か
し
ま
だ
帰
人
の
ア
マ
チ

ュ
ア
の
無

線
家
は
現
わ
れ
て
い
な
い
。
小
さ
な
百

ぴ
た
送
受
信
器
で
国
内
各
地
は
も
ち
ろ
・

ん
遠
く
南
米
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
な
ど

と
楽
に
連
絡
で
き
る
と
い
う
の
が
何
よ

り
も
う
れ
し
い
ら
し
い
。
声
だ
け
の
友

だ
ち
と
い
う
の
も
こ
う
し
て
生
れ
生
活

や
援
様
の
状
態
を
技
鰹
し
あ
う
う
ち
に

や
が
で
ア
マ
無
練
家
だ
け
が
も
つ
特
有

の
友
悩
が
育
ま
れ
ゆ
く
，

鉄
の
カ
ー
テ
ン
の
向
う
ソ
連
と
も
ア
マ

無
緑
は
竜
波
を
自
由
に

変

換

し

て
い

る
。
趣
味
は
国
境
を
こ
え
る
と
い
う
も

の
だ
ろ
う
。

大
田
さ
ん
は
話
■
さ
え
わ

か
れ
ば
電
話

で
自
由
に
話
が
で
き
る
の
に
と
及
念
モ

う
に
語

っ
て
い
る
ｃ
交
任
の
た
び
に
互

い
に
と
り
か
わ
す
受
信
カ
ー
ド
の
ふ
え

る
の
が
何
よ
り
楽
し
み
だ
モ
う
だ
。
こ

の
電
波
マ
ニ
ヤ
た
ち
も

穴
別
す
る
と
つ

ぎ
の
二
つ
の
タ
イ
プ

と
い
え
よ
う
。

０
機
械
い
じ
り
が
好
き
な
人
０
変
信
じ

て
会
話
を
す
る
こ
と
が
好
芸
二
↑
〈
０
変

信
カ
ー
ド
あ
つ
め
に
趣
味
を
も

っ
て
い

る
人
、
こ
れ
ら
の
建

っ
た
タ
イ
プ
の
人

た
ち
も
た
だ
目
に
見
え
な
い

一
つ
の
電

減
で
し

っ
か
り
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い

る
わ
け
だ
。
二
十
八
年
無
稼
に
よ
る
ス

バ
イ
事
牛

が
駈
が
れ
た
こ
ろ
に
は
ア
マ

無
凛
家
の
身
翅
に
も
そ
れ
と
な
く
監

タ́

の
製
が
注
が
れ
て
い
た
と
い
う
。
大
一］

さ
ん
は

「
無
級
を
い
じ
る
こ
と
だ
け
で

政
治
的
色
彩
が
あ
る
三
う
に
見
ら
れ
る

の
が
何
よ
り
つ
ら
い
。
私
た
ち
の
に
不

当
の
道
楽

」
と
は

っ
き
り
刊
切

っ
て
い

る
。
自
分
の
用
年
以
外
の
こ
と
を
話
す

の
は
電
波
済
ジ
ぜ
鷲
上
さ
れ
て
い
る
が
、

災
〓
時
や
人
命
に
か
か
わ
る
と
き
に
な

緊
急
輌
竹
と
し
て
諄
め
ら
れ
る
こ
と
に

な

っ
て
お
り
、
い
ま
の
上
二
一つ
県
下
で

は
そ
う
い

っ
た
特
ス
な
∵
―
ス
な
お
こ

っ
て
い
な
い
ぅ
最
近
イ‐‐‥一■―‥
■
の
ｔ
長
が

棋
行
し
て
お
り

¨
菫
■
■

，
〓

」
籠
弱

だ

が
、
エ
チ
ケ

′
卜
を
す
●
■
，
証
の

資
を
「
上
さ
せ
て
ほ
し
い

′
圭
い
う
戸

が
強
い
。

（
写
真
は
ア

マ
無
線
の
二
受
有
％
）

国境越え‖“:tilt,1:1友構変換

金な道業の一つ
戦後激増すでに三十局も
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JARL香 川 ク ラ ブ 定 款

第 章    総 貝」

第

第 三

第 四

(名

条

(事

称 )

本会は JARL香 川 ク ラブと称す る。

務 所 )

第 二 条 本会は事務所 を庶務担 当理事宅内にお く.

目的 及 び 事 業

(目    的 )

条  アマチュア無線愛好者の親睦 と技術の向上 ,一般への認識 を深

めることを主たる目的 とする。

(事   業 )

条  本会は前条の 目的を達成するため,次 の事業 を行なう。

(1)ミ ーティング    ② 会報の発行

(の 非常災害時の協力並びに訓練     (→  講習会

(9 -般へのPR    (6)ァ マチュア無練局の開設及び運用

(7)そ の他

Z

1じ

`じ

第 二 章

之 ゝ

員!l

(会員の資格 )

第 五 条  本会の会員はアマチュア無線従事者の資格 を有 し,ク ラプの無

線設備の操作を行な うことができる者 (以下甲とい う)及び甲以

外のア4チ ュア無線に興味の有 る者 (以下乙とい う)と する。

2 本会に特別会員をおくことができる。

(入   会 )

第 六 条  入会希望者は所定のヵ― ドに必要事項 を記入 し,入会金を添え
-25-
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第 七

第 八

第 九

第 十

て申込む こと。

(入  会 金 )

条   入会金は会費 と1司 額 とす る。

(会    費 )

条   会費は年額 甲 1,oOo円 ,乙 550円 とす る。

担 し■:入会者は 入会年度の会資を免除す る。

2 1司 ―住所にて 2入以上が開局 している場合 の会貴は 2人 目か ら

半額にす る。

(会 員の資格の喪失 )

条  会員は ,次 の事 由によ って資格 を失 う。

(1)脱   退

像)死   亡

(3)除   名

2 会 員が■ずイノ]〔 うと す｀ろときは ,′雪出なければな らない。

(除    名 )

弁   ■1の各号 "一 '■
″当す る ものは ,■■ 会の決議 を経 て1111ろ

ここかできる。

(1, 会 :■ の未Ⅲか 6ヶ 月 Lム _Lに ′ったる場合 、■守 )

(2)会
')秩
序 をみだす者

(3)電サ法令 :こ 1主 」更した者

第 四 董   役 員 及 び 麗 問 ヽ

(役 員の数及び選任 )

第 十 一 条  木会に次の役 員をお く。

会  長  1名   副 会 長  4名

理  事   若千名

2 役員は総会 において会員 中か ら選任す る。

-26-



t

6 本会に名誉会長 をお くことがで きる。

(会    長 )

第 十 二 乗   会長は本会 を代表す る。

2 会長は本会の業務について掌理統括す る。

6 会長は総会及 び役 載会 を招集 してその議長 をつ とめる ._,

(副  会 長 )

第 十 三 条   副会長 は会長 を神佐 し,本 会の業務 を執行す る。

2 菖I会長 は会長 に事故あ る時は ,そ の職務 を代 i:至 し,会長人 員の

時はその職務 を行な う。

(理    事 )

第 十 四 条   ‖事は次の業 ,4を 分担す る。

(4)庶啓 (2)■ 言| `5)企 画 `4)`歩 外 (D 編集 (る, 技術

17)賞典

2 各■■ケ)羊 iHiさ 三 I'11ヤ ない。

(役 員
`プ

|■期 )

二|十 ■j■   役 員の |千 1蝙 1-年 とて る。

(■    ]|)

:F十 六 |■   .■1■ ■■,lt■ ]全 F:I IIi=ぃ ,会 :十 :キ 膏 ri千
'■

■11′■■
~全
員に

よ●:]|千 1な うnそ の た[つ ■■ 1-:ぉ かない。

(「真    |::」|)

=;十
―七 乗  ■|、会 |こ預門 をお くこ rlが 、十 る .

2 硬門は会長か役 |■会の手理 を経 て委職す る。

6 顧間は本会 の運営 に関 して,会長の諮問に応 じ役 員会に出席 し
て意見 を述べ ることがで きる。

-27-
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第 五 章    会    議

(総   会 )

第 十 八 条  総会を分けて通常総会及び臨時総会 とする。

2 通常総会は毎年二月に開催する。

6 臨時総会は次の各号の一に該当する時に開催する。

(1)役員会が必要 と認めたとき。

(2)全会員の三分の一以上か ら会議の 目的 とする事項及び理由を

記載 した書面をもって要求があった時。

(総会の招集 )

第 十 九 条  会長は総会 を招集す るときは ,会議の日か ら 10日 前に日時 ・

場所及び会議の目的を示 した書面をもって会員に通知 しなければ

ならない。

(総会の附議事項 )

第 二 十 条  総合に附議する事項は本定款において別に定めるものの外 ,次

のとお りとする。

(1)事業計画及び収支決算

(2)業務報告

(6サ  定款の変更

(4)重 要なる財なの取得及び処分

(5)会費に関する事項

(6)解  散         ｀

(7)そ の他の重要な事項

(決議方法 )

第二十一条  総会は会員の三分の一以上の出席 (委任状を含む)がなければ

議事を開 くことができない。

2,総会の決議は出席会員の過半数をもって行ない ,可否同数のと

-28-



`し

`じ

きは議長が決定する。

6 定款の変更及び解散の決議は,前項の規定にかかわ らず ,出 席

会員の四分の三以上をもって議決 しなければならない。

4 議決権の行使を委任 した会員は本条の適用については出席した

もの とみなす。

(議 決 権 )

第二十二条  本会の議決権は甲,乙 ともに有する。

(議 事 録 )

第二十三条  会議の議事録は議長及び総会の指名した署名人が署名捺印しな

ければな らない。

(役  員 会 )

第二十四条  役員会は役員により構成 され ,緊急事項及び総会 ,ヾ ―ティン

グの委託 された議題 を討議決定する。

2 役員会は役員の三分の一以上の出席がなければ議事を開 くこと

ができない。

6 役 員会の決議は出席役員の過半数 をもって議決する。

可否同数の ときは議長が決定する。

第 六 章   資 産 及 び 会 計

(資

第二
~十五条

(予

第二十六条

産 )

本会の資産は設立当初の寄附財産 。会費・寄附金及びその他の

収入か らなる。          /

本会の資産の管理及び運用は役員会の決議 を経て会計責任者が

行な う。

算 )

毎事業年度の予算は当該年度開始前役員会において作成 し,通

常総会の承認 を受けなければならない。

-29-
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(経

第二十七条

(旅

第二十八条

費 )

本会の経費は ,会費 ,寄 討金及びその他の収入
によ りまかな う。

費 )

旅費は会長が認めた出張に対し
て交通費の半額を支給す る。旅

費は経費よりまかなう。但 し人員
は役員数内 とする。

(会 計 年 度 )

第二十九条  本会の会計年度は 4月 1日 に始ま り翌年
3月 61日 に終 る。

第 七 章   補 員11及 び 付 買ll

(補

第 二 十 条

則)

本定款に必要な規則は役員会が定
める。

第二十一矢  本定歌 ti F召 和 42年 6 .月 5 日よ り実施
す (,。

1 」:II,44  ろ 月 2 1ヨ  改正

1. 17チ|14 6■■  3 局  ア  ロ  ::文 I三

1.■|ォiz1 8 1■  6月  4 日 改■

-30-
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JARL香 川 ク ラブ発行 (JA5YDE)

賞典係  JA5MG 邪  毛   章

SETO賞 (SETONAIKAI賞 )

条件 : 香川・愛媛 。山口 。広島・岡山・兵庫の 6県の QSLの ラス トンタ
ー で「
SETONAIKAI」 とす る 。 10枚 の QSLに は 6県 全

部含むこと。

① SWLに も発行する。
② シングルバンド,シ ングルモードは特記する。

申請方法 ,申 請先 !ま  WAO一 MMに同じ。GCR,こ は県名も記入のこと。

WAO― MM賞 (TOrkeこ A■ ■ OCean賞 )

1各竹 : 海上
`多
局 r… …・/1‐1岳 )の |,SLを 6攻 碍る。

If上移動局 と
`l,主
こ船 1■ 茉11■ が運用 ,ji月 をい う。

滝ゴこ停泊 4■■)l∫ lf局 ,南 1ユ ,「1`i:′)=:1)可 :)f二 し,lt■衿上 など

,・ ら |・ ランシーパーで,I円 し
'tょ
うな もの 11言

=め
ない。

① SWLに t)発行する。
②  6枚の OSLか 各 た■なる海サである■合 lま■言こ

「
る。

0 シングルバンド,シ ングⅢモー ドも特T■‐る。
中請方法 : GCR+601o円 ■日月■SLl枚

()Ⅲ喘 118 1 P C)

G(〕 Rに lt,WAO― IMの 場 合 ti lIM局 の 0 1l Hを 記 入 の こ と。

申請先

SETO ″  泉名を記入のこと.
香川県綾歌郡綾歌町岡田下 571-1

稲 毛   章 (JA5MG)

(′耳ヨ) 087786 - 6266

○ アワー ドは申請受付日より5日 以内に発行します。

-31-
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(1)エ リヤ別

(2)年 度 別

ア  ワ ド 発 行 状 況

JA6C三 8

JA9CAF

J A\B F C

HMl AP

ワー ド
SETO賞 T二 : ′1:l:頁

発行数 エ リヤ%.1 発行数 ニ  イ づ 4

JAl 106 JAlPOE 106 J二 ‐ こ UB

″  2 77 JA2CZB 56 J■ [一
´ t`

″  6 197 JA6ELU 86 。 r t_■ _

″  4 122 JA4DJM 41 J■ ■ I[下

″  5 86 JA5BNZ 25 JA5 M G

″  6 59 JA6BHY 40

″  7 54 JA7 T I 49 JA7 T I

″  8 80 JA8EJB 59 JA8 Q X

″  9 22 JA9BXW 8

″ ＼ 14 rA\-2 2 2 C, 12

D  X 5 SM5BNX 17

合 計 819 494

年度

アワード
42 46 44 45 46 47 48 49 50 51 52 6の

SETO賞 25 42 29 28 69 58 67 74 178 120 0∠ 86

29wAo賞 5 25 26 34 69 47 57 48 70 64 54

帥 60 67 52 62 78 105 124 122 248 184 166 112

-52-
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JARL香 川 クラブ 名 簿
△

=

6

6

CALL Q  R  A ¬ドNO Q T H

JA5AA 久 米 正 雄 761‐‐21 綾歌郡綾南町畑田 752-72
″  AB 760 高松市塩上町 1-7-8
″  AF 大 塚 政 量 769-・ 15 三豊郡豊中町上高野下原
″  AG 太 田   等 761-‐ 03 高松市東山崎町 710-4
″  AP 川 西  太 郎 760 ″ 多賀町 3-19-7
″  C= 能 祖 嘉 吉 760 ″ ,t(ary 2E.126s-e
″  CM 村 田 吉 弘 761 ″ 多肥上町 366-13
″  DB 土 居 憲 吉 761 ″ 松並町 916
″  PI 松 平 樹 憲 760 ″ 番 町 2-7-5
″  LI 森 井 須美雄 761 ″ 太田下町 2531-1
″  MG 稲 毛   章 761-24 綾歌郡綾歌町岡田下 571-1
″  MY 橋 本 紀 761 高松市西春 日町西春 日団地 7-501
″  OA

″  OW

奥 野   学 761-05 ″ 元山町 972-5
前 田 耕 司 761-12 ″ 成合町 772-42

″ QJ 市 原   普 760 ″ 松福町 2-9-55
″  SD 川 西 捷 平 760 ″

^ftts1' 
z8't737

″  UY 長 尾 浩 孝 761-21 綾歌郡綾南野畑田 1295
″  VP 宮 り|1 晴 夫 769-01 ″ 国分寺町新居 5216-1
″  VV 青 木    寛 760 高松市藤塚町 5-2-15
″  WG 藤 村 義 広 769-01 綾歌郡国分寺町
″  XG 樫 原 貞 男 761 高松市上之町 2-9-54
″  YX 瀬 尾 幸 男 760-03 ″ 林 町 2170-5,
″  AEC 藤 井 昭 生 761-01 木田郡牟礼町大町 2166-15
″  AHM 天 野 英 弘 760 高松市中新町 2-5
″  BBR 土 岐 正 行 760 ″ 1塩上町 3-14-2
″  BOE 防 越 文 典 769-12 大川郡志度町小田 1514-80
〃 BQL 板 坂 国 大 769‐‐29 ″ 引田町引田 785-2

高松市仏生山町甲 3225-1
″  BRT 原  田   剛 761

-33‐
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CALI」 Q  R  A Q T H

JA5CAD 小 チ|1 好 清 761-24 綾歌郡綾歌町栗熊東 69-5

″  COZ 平 尾  二三男 761-21 ″ 綾 南町畑田 1048-5

′′' CSR 場 谷 憲 智 761 高松市生島町 680

″  DBJ 田 村 正 道 761 ″ 大田上町 726

″  DI」 M 朝 倉 次 郎 760 ″ 本太町 8区 6982-1

″  EMM 苧 側  正  明 761-24 綾歌郡綾歌町栗 熊西 1502

平  田 博 文 761 高松雨円坐置「 1466-46

/′  GVZ 山 田 行 夫 761-05 ″ 林  」丁 1866

″  IKJ 青 木 俊 士 761-30 ″ 仏生 山町 甲 2206

″  IQ,D 越 智 繁 彬 761-21 綾歌郡綾南町畑田 964-98

″ IRP 合 田日 正 春 761-17 香川郡香川町大野 991-2

″  IRP 人 見 和  郎 764-47

″  JAM 有 友 啓 介 760 高松市 Lll村町すみれ団地

″  JDU 平  尾   猛 761-16 ″ 
「
;座 lii¬ 302

″  JHT 丸 井 尉 史 761-01 ″ 高松町 209-4
′′・  J K 13 天 雲 正 博 761--17 香川郡香川町浅野 6574-2

″  JWO 松 元 充 法 761 高松市伏石可 747-8

″  KWF 清 り|1 隆 美 761-(31 ″ 高松町 844-58

″  MIK 新 名   等 762 綾歌部坂山l]~下 法

″  MMX 田 村 耕 治 760 高松市木太町 1725-4

″  MNJ 1姜  里予  I当  去隻 761 ″ 大 田上町 1618-2

″  M lJ Y 竹 仲 善 孝 761

761-04

″ 寺井 町 6-6

″  NBH 中 1崎    巌 ″ 三谷灯 1819-1

″  NOB 渡 辺   孝 760 ″ 本 町 10-′20

″  NOC 政  岡   平 760 ″ 亀岡可 17-15

″  NVG 甲 野  雅 760 ″ 昭和町 2丁 目 8-5

″  ODL 小 郷    修 ア60 ″ 西内町 8-1
″  OMQ 森 塚   薫 760 ″ 上福岡町 904
′7 0MW 佐 藤 融 男 761 ″ 西山崎町 695
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JA50RB 倉 知 千 蔵 761-04 高松市亀田町 87-116
″  PIO 小 林 武 雄 760 ″ 浜 ノ町 246

″  PNI 星野尾    力 761-04 ″ 十川東町 1910
″  PNV 堀 井 俊 考 769-24 大川郡津田町鶴羽 2152
″  PVF 奴 賀 啓 三 761 高松市仏生山町乙 69-60
″  PZG 青 井 玉 水 761--04 ″ 由良町 172-2
″  PZL 高 畑 康 男 761 ″ 三条 町 5ろ 8-2
″ QPM 黒 田   学 760 ″ 番 町 4-14-12
″  RAA セ トク

・チ

″  RYG 石 月1 茂 男 761-01 ″ 屋島西町 2074-14-54
″  RYO 森   幸 資 769-12 大‖1郡志度町 422-1
″  RYY 多 田 克 之 761-0て, ″ 大川町坂 ノ下
″  SRW 江 郷 義 三 769-01 績歌郡目分寺lI国 分 ア2-29
′′ TOP 子 賀 正 明

夫松 田 ′
信

761 高松市寺井 li「 1"-2
″  USV 76` ″ 崚合 I fl:16`-25
″  Xl:Y 辻    利  昭 761--16 香川郡塩江町本可 414-1

JA5BCS 田 村  ヒロ子 ア64 高松市大田上町 725

″  CBF 天 野 己代子 7/,0 ″ 中新町 2-5
″  CSS 稲 毛  キ ミ子 761--24 綾歌部綾歌町岡田下 571-1
″  DOW

″  DPC

板 坂 麻 子 アる9--29 大川郡引田町引田 フ85-2
樫 原 貞 子 761 高 1公可上之町 2-9-54

/′  DZM 長  尾  千日 子 764-21 綾歌郡綾 南 .・

『
畑田 12951

″  KEM 越 智 幸 子 761-24 ″ ″ ″ 964-98

″  OIF 河 木  アサ ヱ 761 高 松市仏生山 |]丁 甲 2206
″  OZQ 樫  原 宏 761 ″ 上之釘 2-9-54
″  RGV 小 林  昌 代 760 浜 ノ町 246
// XfuIT 青 木 良 治 760 藤塚町 6-2-15
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編 集 後 記

記念 クラブ報 Z180号  クラブ創立 50周年記念号を,お 届け出来 る

事を皆様方共 々お喜び申し上げます。

編集者の一員 として次号 こそは素晴 らしい編集 をと思いなが ら,仕事が忙

が しい,ひ まがない,原稿が集 らないと自分の腕 を棚に上げてぶつぶつ云い

なが らマンネ リを打破出来ずにいる,今 日此頃です。 Hi

クラブ報 も回を重ねて 180号 ,こ れ も役員を始め会員の皆様方の努力の

積み重ねと編集者の一員 として厚 く御礼申し上げます。

今後 ,益 々の発展を祈 り乍 ら。

(JA51RP記 )

社団法人 日本アマチュア無線連盟

香川クラブ報 Z180
創 立 30周 年 記 念 号

発行責任者

編 集 者

JA5MG

JA51KJ

JA51RP

JA5NBH

〃
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章
　
士
　
郎

‐
巌

俊
　
和

毛

木

見

崎

稲
　
青
　
人
　
甲

連絡事務所  761-01高松市高松暉 884-38
(さ つきケ丘団地 )

清 川  隆 美 (JA5KWF)
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